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岡
山
大
学
職
員
組
合

度
第
２
回
執
行
委
員
会

２
０
０
２
年

今
後
の
方
向
を
検
討

９
月
３
０
日
に
開
催
さ
れ
た
執
行
委
員
会
で
、
こ
の
間
の
大
学
や
職
員
組
合

（
岡
大
職
組
・
全
大
教
）
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
、
今
後
の

活
動
の
方
向
を
検
討
し
今
後
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当日券 ４０００円
前売券 ３５００円

組合補助

組合員本人と家族（彼氏
彼女友達）一人まで

１１月１９日（火）
岡山市民会館
大ホール

町田知子＝原作
森脇京子＝脚本
堀口始＝演出
宮崎美朝＝製作

東京都優秀児童演劇
選定優秀賞受賞

１

全
国
教
研
の
成
果

を
生
か
す

教
研
集
会
に
は
、
岡
大

か
ら
１
０
本
も
の
レ
ポ
ー

ト
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一

一
月
頃
開
催
予
定
学
内
教

研
で
さ
ら
に
深
め
て
行
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
憲
章
、
大
学

の
組
織
化
、
中
期
計
画
・

中
期
目
標
、
評
価
、
人
事

制
度
・
就
業
規
則
・
労
働

、

、

、

協
約

改
組

教
育
目
標

地
域
連
携
な
ど
の
論
点
に

つ
い
て
で
す
。

２

新
た
な
る
組
合
像

の
模
索

大
き
な
大
学
改
革
の
流

れ
の
中
で
、
職
員
組
合
の

あ
り
方
も
改
め
て
見
直
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
法
人
化
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
教
員
以
外

に
、
事
務
職
員
・
技
術
職

員
・
図
書
館
員
・
非
常
勤

職
員
を
組
合
員
と
し
て
お

迎
え
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

連
合
体
方
式
で
よ
い
の
か

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

り
ま
す
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
従

来
の
連
合
体
形
式
の
ほ
か

に
、
各
単
組
を
横
に
く
ん

だ
組
合
形
式
（
た
と
え
ば

教
員
は
単
組
形
式
、
事
務

職
員
ほ
か
は
階
層
形
式
で

等
）
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
多
様
化
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

尊
重
し
つ
つ
岡
大
職
組
と

し
て
の
ま
と
ま
り
を
、
ど

の
よ
う
に
追
求
し
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

３

組
合
員
拡
大

そ
れ
と
並
ん
で
、
組
合

を
拡
大
す
る
こ
と
が
き
わ

め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
過
半
数
組
合
の

実
現
が
、
望
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
な
く
し
て
は
、
就
行

規
則
や
労
働
協
約
を
始

め
、
大
学
の
意
志
決
定
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
組

合
の
存
在
を
正
式
に
主
張

で
き
な
い
か
ら
で
す
。

一
歩
譲
っ
て
、
過
半
数

組
合
が
難
し
い
と
し
て

も

「
代
表
権
」
だ
け
は

、
獲
得
で
き
る
組
合
を
目
指

す
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で

す
。
組
合
員
拡
大
や
連
合

体
の
今
後
の
あ
り
方
が
、

と
り
わ
け
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

１
０
月
の
執
行
委
員
会
で

そ
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４

定
員
外
職
員
問
題

定
員
外
職
員
問
題
に
つ

い
て
は
、
各
部
局
に
お
け

る
個
別
の
状
況
に
つ
い
て

意
見
交
換
い
た
し
ま
し

た
。
不
安
を
抱
え
て
い
る

定
員
外
職
員
の
現
実
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

執
行
委
員
会
と
し
て

は
、
そ
の
後
の
大
学
執
行

部
に
お
け
る
検
討
状
況
を

事
務
局
長
に
問
い
合
わ
せ

る
と
同
時
に
、
定
員
外
職

員
の
声
を
聞
く
場
を
設
け

る
等
、
そ
う
し
た
取
り
組

み
の
具
体
化
を
１
０
月
の

執
行
委
員
会
で
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

５

岡
山
県
民
教
研
集

会
へ
の
参
加

１
０
月
２
７
日
開
催
予

定
の
県
教
研
集
会
（
高
教

組
・
私
教
連
・
岡
大
職
組

等
で
構
成
）
の
分
科
会
に

「
高
校
と
大
学
の
連
携
」

に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
中
富
書
記
長
が

報
告
者
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
「
十
七
歳
の
オ
ル
ゴ

ー
ル
」
補
助

（
広
告
欄
を
見
て
く
だ

さ
い

。）

三
役
会
議

１
０
月
１
５
日
、
三
役

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
９
月
執
行
委
員
会
で

検
討
し
た
上
記
の
諸
課
題

を
ど
う
具
体
化
し
て
い
く

か
が
テ
ー
マ
で
す
。

と
く
に
、
岡
大
職
組
の

組
織
の
今
後
の
検
討
の
方

向
、
規
約
の
再
検
討
、
各

単
組
と
の
連
携
の
方
向
、

未
組
織
部
局
、
未
組
織
職

種
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

と
に
か
く
現
状
を
基
礎
に

あ
ま
り
無
理
の
な
い
あ
り

方
を
、
い
ろ
い
ろ
と
イ
メ

ー
ジ
的
に
検
討
し
ま
し

た
。
今
度
の
執
行
委
員
会

、

、

で
は

み
ん
な
で
議
論
し

１
１
月
の
執
行
委
員
会
で

は
、
大
筋
を
提
案
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
み
を
す
す

め
る
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
後

は
、
三
役
を
中
心
に
各
単

組
や
様
々
な
職
種
の
組
合

員
の
皆
様
と
も
直
接
話
し

合
い
を
持
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
良
い

ア
イ
デ
ア
あ
る
い
は
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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岡大職組日誌
２０００年３月～９月

月 日：全大教臨時大会（東京）3 9-10
（ ）15 日：教職員共済事務担当者会議 東京

日：病院協議会（東京）16
日：三役会議18
日：学習会「非公務員型をめぐる」18
日：第８回執行委員会＆全国教研実行26

委員会立ちあげ
日：教研部会26

月 日：合唱団立ちあげ4 10
日：教職員共済運営委員会（東京）13
日：三役会議15
日： 非常勤」緊急質問書提出23 「
日：第９回執行委員会23

月 日：メーデー参加5 1
日： ５．３憲法の集い」参加3 「
日：事務局長会見9

日：シンポジウム（東京）10-11
日：全大教書記研修（箱根）17-18

日：三役会議20
日：人事課長交渉24

日：全大教定員外職員交流会（東京25-26
日：第１０回執行委員会28
日：教研部会28

月 日：学長交渉6 4
日：人事院交渉（広島）10
日：ボーリング大会11
日：教職員共済会議（東京）15
日：三役会議17
日：第１１回執行委員会25

日：中四協教研集会（島根）29-30

月 日：三役会議7 8
日：定期大会9
日：新旧執行委員・教研部員交歓会16

合唱初舞台
日：三役会議22

日：全大教定期大会（東京）26-27
日：第１回執行委員会29

月 日：新役員学長にあいさつ8 5
日：三役会議26
日：全国教研実行委員会26

月 日：全大教教研集会（岡大）9 6-8
日：三役会議25
日：第２回執行委員会30

総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
宛

緊
急

打
電実

施
閣
議
決
定
に
対
し
て

ま
た
、
２
０
０
３
年
度
か

ら
、
国
家
公
務
員
の
退
職
金

を
引
き
下
げ
る
方
針
も
同
時

に
決
定
し
ま
し
た
。
全
大
教

は
、
こ
れ
ら
の
政
府
の
暴
挙

に
対
し
て
、
９
月
２
７
日
、

中
央
行
動
に
参
加
し
（
７
大

学
２
１
名

、
抗
議
行
動
を

）

。

、

行
っ
て
き
ま
し
た

そ
し
て

さ
ら
に
政
府
に
対
し
て
、
緊

急
打
電
行
動
を
展
開
す
る
よ

う
、
各
単
組
に
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

９
月
３
０
日
開
催
の
岡
大

職
組
執
行
委
員
会
は
、
た
だ

ち
に
、
次
の
抗
議
電
を
打
つ

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
国
家
公
務
員
は
、

１
０
次
に
わ
た
る
定
員
削

減
の
な
か
、
限
ら
れ
た
人

数
で
複
雑
化
・
高
度
化
す

る
職
務
を
正
確
か
つ
迅
速

に
遂
行
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
や
改
善
を

重
ね
、
粉
骨
砕
身
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
大
学
で
は
こ
の

間
、
学
生
の
多
様
化
と
院

生
数
の
増
大
、
入
学
制
度

の
多
元
化
、
教
育
体
制
の

充
実
、
さ
ら
に
法
人
化
問

題
へ
の
対
応
な
ど
、
ま
さ

に
激
務
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

う
し
た
な
か
、
私
た

ち
の
強
い
反
対
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
貴
内
閣
は
９
月

２
７
日
、
２
０
０
２
年
の

人
事
院
勧
告
の
「
完
全
実

施
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
私
た
ち
他
の
大
学
職

員
組
合
は
、
貴
内
閣
に
よ

る
「
賃
下
げ
勧
告
の
実
施

と
不
利
益
遡
及
び
退
職
金

切
り
下
げ
の
閣
議
決
定
」

に
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を。

強
く
要
求
す
る
も
の
で
す

２
０
０
２
年
９
月

３
０
日

岡
山
大
学
職
員
組
合

執
行
委
員
会

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎
殿

単
組
短
信

教
育
学
部
単
組

９
／
２
７
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会

１
０
／
７

学
習
会

（

）

外
部
資
金
導
入

理
学
部
単
組

８
／
２
１

役
員
会

（

）

組
合
員
拡
大
問
題

医
学
部
単
組

８
／
９

納
涼
大
会

８
／
３
１

県
医
労
連

大

会

９
／
４

執
行
委
員
会

９
／
２
５

ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
（
１
０
名
参
加
）

農
学
部
単
組

９
／
２
６

執
行
委
員
会

（
シ
ャ
ガ
ー
ル
展
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
，

Ｆ
Ｄ
研

修
会
な
ど
）

９
／
１
９

い
も
ほ
り

大
会

散
歩
道

秋
風
が
起
つ
頃
、
コ
ス

。

モ
ス
が
一
斉
に
開
き
だ
す

一
面
に
広
が
る
コ
ス
モ
ス

の
中
に
埋
も
れ
な
が
ら
、

秋
の
空
気
の
感
触
を
楽
し

。

む
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か

日
差
し
は
ま
だ
ま
だ
強

い
け
れ
ど
も
、
も
う
真
夏

の
激
し
さ
は
、
さ
す
が
に

な
い
。
ひ
ん
や
り
と
す
る

秋
特
有
の
冷
気
が
そ
こ
は

か
と
な
く
漂
っ
て
い
る
。

風
に
コ
ス
モ
ス
が
揺
れ

る
。
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
の

花
を
見
る
と
、
な
ぜ
か
胸

に
と
き
め
き
に
近
い
も
の

を
感
じ
る
。

風
起
ち
て

コ
ス
モ
ス
が

揺
れ
る
揺
れ
る

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
い
つ
か
の
あ
る
状
況

を
身
体
全
体
で
感
じ
る

と
い
う
の
に
近
い
。
コ

ス
モ
ス
が
揺
れ
る
と
私

も
揺
れ
て
い
る
。

過
ぎ
去
っ
た
夏
へ
の

感
傷
と
、
始
ま
ろ
う
と

す
る
秋
の
設
計
の
間
に

立
っ
て
、
何
す
る
と
も

な
く
時
間
の
中
に
立
ち

つ
く
す
、
そ
ん
な
無
為

の
時
の
立
会
人
と
で
も

い
う
の
だ
ろ
う
。
揺
れ

て
い
る
コ
ス
モ
ス
は
。

（

）
ｋ

全
大
教
は
、
９
月
３
０

日

「
マ
イ
ナ
ス
勧
告
」

、
実
施
、
退
職
手
当
引
き
下

げ
の
閣
議
決
定
に
抗
議
す

る
緊
急
打
電
行
動
を
、
各

単
組
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

日
、
２
０

政
府
は
２
７

０
２
年
の
人
事
院
勧
告
の

完
全
実
施
を
閣
議
決
定
し

、
人
事

ま
し
た
。
こ
れ
は

初
め
て
の
本

院
勧
告
史
上

俸
切
り
下
げ
勧
告
で
あ

り

、
一
時
金
の
４
年
連
続

、
切
り
下
げ
と
同
時
に
減
額

分
を
４
月
に
遡
及
す
る
と

い
う
内
容
の
も
の
で
す
。


